
文化勲章受章者　相良守峯東大名誉教授のお土産
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2021年4月18日）庄司英樹）

鶴翔同窓会の大先輩　文化勲章受章者の相良守峯氏の直筆原稿コピーが手元に残っていました。貴重な
直筆原稿なので掲載を山形鶴翔同窓会事務局にお願いしました。
先生宅に「創立百周年記念TV番組」に取材でお伺いした際に「お土産」としていただきました。
原稿の経緯についてはこのHPの第一回の投稿「文化勲章受章者　相良守峯東大名誉教授のお土産」
を参照してください。
東京・世田谷のお宅に伺いして帰るときに「お土産になるでしょうか。もし使い道があったらお持ち
ください」と「庄内　自然と人文」と題した原稿を下さいました。400字詰め原稿用紙数葉をホッチキ
スではなく、先生自ら和紙を撚ってつくった「こより」で綴じてありました。「ぜひとも有効に活用さ
せていただきます」とありがたく頂戴してきました。
　「庄内―自然と人文」はさっそく山形新聞の夕刊の文化欄に掲載してもらう一方、母校に相良先生の
「書」はあるかどうかを中村昭太郎校長先生に尋ねたところ、色紙が一枚あるだけとのことでした。 
　そこでこの原稿を母校に寄贈し在校生だけでなく、同窓生にも「直筆の原稿」を見てもらうことに
しました。ところが、山形新聞に相良先生の原稿が掲載されると県立図書館から「目下建設中の遊学
舘に郷土が生んだ先人を紹介する「県人文庫」コーナーを設ける計画があるが、ここにぜひとも先生
の貴重な直筆の原稿を展示しておきたいので寄贈してもらいたい」との申し込みがありました。 
　どうするか迷った末に、当初の予定通り「この原稿は母校の百周年記念番組制作でお土産にもらっ
たものであり、すでに鶴岡南高校にもその旨を伝えてある」と丁重にお断りするしかありませんでし
た。 
　当時、県庁におられた富塚陽一さん（元鶴岡市長）にお話して相談したところ、「原稿を表装して母
校に寄贈した方がいい」とのことでした。「表装代は私が負担してあげますから、原稿を届けて下さ
い」と心強いお話です。 
　一ヵ月後に富塚さんから画帖仕立てになった作品を受け取った私は無事に母校に寄贈することがで
きました。
身辺整理したところ、表具された原稿のモノクロのコピーが手元に残っていました。表具された表紙
も参考まで下記に貼りつけます。（2021年4月18日）庄司英樹）
































